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日
中
経
済
協
会  

理
事
・
調
査
部
長

髙
見
澤 

学

　

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
六
日
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」「
国
家
防
衛
戦
略
」「
防
衛
力
整
備
計
画
」の
三
つ
の
文
書
、

い
わ
ゆ
る
「
安
全
保
障
三
文
書
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
今
回
、
三

文
書
が
策
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
中
国
の
政
治

的
・
軍
事
的
台
頭
、
北
朝
鮮
の
核
能
力
の
向
上
、
米
国
の
対
外
問
題

へ
の
関
与
の
後
退
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
安
全
保

障
問
題
が
再
燃
し
て
い
る
ほ
か
、
米
中
対
立
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
分
断
な
ど
経
済
問
題
に
対
す
る
懸
念
が
生
じ
、

東
西
冷
戦
以
降
保
た
れ
て
き
た
自
由
で
開
か
れ
た
安
定
的
な
国
際
秩

序
へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
気
候
変
動
問
題
や
感
染
症
危
機
と
い
っ
た
国
境
を
越
え

て
各
国
が
協
力
し
て
対
応
す
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸
課
題
も
あ
り
、

国
際
社
会
の
平
和
お
よ
び
安
定
と
世
界
経
済
の
発
展
を
脅
か
す
問
題

が
同
時
に
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
憂
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
た
な
「
安
保
戦
略
」
と
経
済
安
全
保
障

　

新
た
な
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
（
安
保
戦
略
）」
で
は
、
そ
の
策

定
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
武
力
の
行
使
の
一
般
的
禁
止
と
い
う
国
際
社

会
の
原
則
が
、
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
関
す
る
主
要

な
責
任
を
有
す
る
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
に
よ

り
、
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
破
ら
れ
た
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
海
洋
に
お
け
る
一
方
的
な
現
状
変
更
及
び
そ
の
試
み
も
継
続
」
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
経
済
と
科
学
技
術
を
独
自
の
手
法
で
急
速

た
か
み
さ
わ　

ま
な
ぶ　
一
九
六
一
年
生
ま
れ
、
日

本
大
学
卒
。
筑
波
大
学
大
学
院
地
域
研
究
科
修

了
。
八
八
年
日
中
石
油
開
発
株
式
会
社
入
社
、

二
〇
〇
〇
年
日
中
経
済
協
会
入
会
。
著
書
に
『
中

国
の
知
恵
と
日
本
の
伝
統
が
民
を
済
う 

崩
壊
す
る

虚
構
経
済
か
ら
の
脱
却
』『
新
時
代
の
「
能
源
」
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア 

初
め
て
語
る
日
中
石
油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
力
の
真
実
』。

経
済
安
全
保
障
と

日
本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス

中
国
を
念
頭
に
し
た
表
現
が
目
立
つ
安
全
保
障
三
文
書
。

機
微
技
術
の
貿
易
を
め
ぐ
っ
て
米
中
が
対
立
す
る
な
か
、

日
系
企
業
は
情
報
管
理
を
は
じ
め
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
。

三
文
書
に
基
づ
く
法
規
制
や
中
国
の
反
応
が
ど
の
よ
う
に

現
れ
る
の
か
、
日
系
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
が
問
わ
れ
る
。
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に
発
展
さ
せ
、
一
部
の
分
野
で
は
、
学
問
の
自
由
や
市
場
経
済
原
理

を
擁
護
し
て
き
た
国
家
よ
り
も
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
の
指
摘
は
、
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
る
こ
と
に
間

違
い
は
な
い
。

　

こ
こ
で
言
う
「
海
洋
に
お
け
る
一
方
的
な
現
状
変
更
及
び
そ
の
試

み
」
と
は
、
東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
海
洋
進
出
を

狙
う
強
硬
な
姿
勢
を
指
し
て
お
り
、
ま
た
「
経
済
と
科
学
技
術
を
独

自
の
手
法
で
急
速
に
発
展
さ
せ
」、
他
の
国
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て

い
る
と
、
中
国
で
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
流
れ

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
の
動
向
を
「
既
存
の
国
際
秩
序

に
挑
戦
す
る
動
き
」
と
し
て
、
日
本
政
府
は
警
戒
と
懸
念
を
抱
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

国
家
安
全
保
障
に
お
い
て
、
今
や
経
済
安
全
保
障
を
抜
き
に
し
て

語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
安
保
戦
略
」
で
は
、
日
本
の
平
和
と
安

全
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
経
済
成
長
を
通
じ
て
国

と
国
民
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

開
か
れ
安
定
し
た
経
済
秩
序
を
維
持
・
強
化
し
、
日
本
と
他
国
が
共

存
共
栄
で
き
る
国
際
的
な
環
境
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

　

国
際
環
境
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
日
本
と
し
て
は
安
全

保
障
に
対
す
る
「
受
け
身
」
の
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
へ
の
限
界
を

感
じ
ざ
る
を
得
ず
、
日
本
の
国
益
を
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
日
本

や
世
界
に
と
っ
て
望
ま
し
い
国
際
秩
序
を
創
り
出
す
必
要
性
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
経
済
安
全
保
障
に
お
い
て
も
同
様
の
認
識
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

新
た
な
「
安
全
保
障
三
文
書
」
の
策
定
に
先
立
ち
、
日
本
政
府
は

昨
年
五
月
に
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」
を
制
定
し
た
。
制
定
の
背

景
に
あ
る
の
は
、
国
際
情
勢
の
複
雑
化
や
社
会
経
済
構
造
の
変
化
に

よ
り
、
安
全
保
障
の
範
囲
が
経
済
分
野
に
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
情

勢
で
あ
り
、
こ
の
た
め
国
家
・
国
民
の
安
全
を
経
済
面
か
ら
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
・
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

日
本
政
府
は
こ
の
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
一
二

表　特定重要物資１１分野

抗菌性物質製剤
肥料
永久磁石
工作機械・産業用ロボット
航空機の部品
半導体
蓄電池
クラウドプログラム
可燃性天然ガス
重要鉱物
船舶の部品

内閣府HPより作成



外交 Vol.77 Jan./Feb. 2023 76

月
二
〇
日
に
国
が
安
定
供
給
を
支
援
す
る
「
特
定
重
要
物
資
」
と
し

て
、
一
一
分
野
（
表
）
を
指
定
し
た
政
令
を
閣
議
決
定
し
た
。
指
定

さ
れ
た
特
定
重
要
物
資
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
中
国
へ
の
依
存
を

念
頭
に
「
特
定
の
少
数
国
な
ど
外
部
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
」「
国

民
の
生
存
に
不
可
欠
」
な
ど
四
つ
の
要
件
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い

う
。

中
国
が
展
開
す
る
主
な
経
済
安
全
保
障
政
策

　

コ
ロ
ナ
禍
前
、
二
〇
一
八
年
の
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
時
代
に
、

米
国
の
膨
大
な
対
中
貿
易
赤
字
を
き
っ
か
け
と
し
て
米
中
経
済
対
立

が
顕
在
化
し
た
。
米
中
間
の
貿
易
不
均
衡
の
是
正
に
加
え
、
特
に
半

導
体
な
ど
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
機
微
技
術
に
対
し

て
、
日
本
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
を
は
じ
め
世
界
各
国
を
巻
き
込
ん

だ
形
で
、
各
国
・
地
域
の
貿
易
管
理
が
厳
格
化
す
る
な
ど
、
経
済
安

全
保
障
に
対
す
る
意
識
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

　

当
然
、中
国
に
お
い
て
も
貿
易
管
理
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

二
〇
年
一
二
月
に
「
輸
出
管
理
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
先
駆
け

て
同
年
九
月
に
は
「
信
頼
で
き
な
い
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
」
規

定
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
米
国
の
対
中
経
済

安
全
保
障
政
策
を
意
識
し
た
中
国
の
対
抗
措
置
と
も
言
え
る
。

　

米
国
の
中
国
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
に
よ
り
、
高
度
な
半
導
体
な
ど

ハ
イ
テ
ク
製
品
を
め
ぐ
る
中
国
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
大
き

く
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
の
習
近
平
政
権
は
こ
れ
を

憂
慮
し
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
国
産
化
を
進
め
る
方
針
へ
と
転
換
し
、

国
内
循
環
を
軸
と
す
る
「
双
循
環
」
政
策
を
提
唱
し
た
。

　

中
国
政
府
は
、
す
で
に
一
六
年
の
段
階
で
量
子
研
究
拠
点
施
設
建

設
の
た
め
に
約
七
〇
億
元
を
投
資
し
て
い
る
ほ
か
、
一
四
年
に
設
置

し
た
「
国
家
集
積
回
路
産
業
投
資
基
金
」
で
も
す
で
に
三
四
〇
〇
億

元
の
資
金
調
達
を
行
っ
て
お
り
、
海
外
で
の
高
度
人
材
を
リ
ク
ル
ー

ト
す
る
「
千
人
計
画
」
と
あ
わ
せ
て
、
機
微
技
術
開
発
に
対
す
る
支

援
策
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
加
え
て
、
二
〇
年
四
月

に
開
催
さ
れ
た
中
央
財
経
委
員
会
で
習
近
平
国
家
主
席
は
、
強
固
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
加
え
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る

外
国
へ
の
「
反
撃
・
抑
止
力
」
の
構
築
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
加
え
、
最
近
特
に
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す

る
日
系
企
業
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
や
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

新
た
な
社
会
体
制
へ
の
転
換
期
に
生
じ
る
情
報
管
理
の
問
題
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
情
報
の
管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国

に
お
い
て
一
七
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

法
」
を
は
じ
め
、
昨
年
六
月
施
行
の
「
反
外
国
制
裁
法
」
や
九
月
施

行
の
「
デ
ー
タ
安
全
法
」
で
は
、
外
資
系
企
業
が
取
り
扱
う
ビ
ジ
ネ
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ス
上
の
デ
ー
タ
の
管
理
・
移
動
に
厳
し
い
制
限
を
か
け
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
法
律
に
か
か
る
実
施
細
則
の
制
定
や
法

律
・
法
規
の
実
際
の
運
用
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事

例
や
問
題
が
生
じ
る
の
を
待
っ
て
対
応
を
検
討
す
る
し
か
な
い
。

日
本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響

　

日
中
関
係
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
日
本
経
済
界
の
基
本
的
ス
タ
ン

ス
は
、
政
治
関
係
に
は
影
響
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
経
済
が
政
治
を
支
え

る「
以
民
促
官（
民
間
を
以
て
官
を
促
す
）」の
精
神
を
貫
い
て
き
た
。

こ
れ
は
、
文
化
交
流
と
と
も
に
国
交
正
常
化
を
実
現
に
導
い
た
日
本

経
済
界
の
姿
勢
と
同
じ
で
あ
り
、
歴
史
認
識
問
題
で
日
中
間
の
政
治

関
係
が
揺
ら
い
だ
時
も
「
政
冷
経
熱
（
政
治
関
係
は
冷
た
い
が
経
済

関
係
は
熱
い
）」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
た
よ
う
に
、
両
国
間
の

経
済
関
係
は
良
好
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
二
年
の
領
土
・
領
海
問
題
で
日
中
関
係
が
緊
張

状
態
に
覆
わ
れ
た
際
に
は
、「
政
冷
経
涼
（
政
治
関
係
は
冷
た
く
経

済
関
係
も
寒
い
）」
の
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
日
中
関
係
に

お
い
て
政
治
と
経
済
の
間
で
一
線
を
画
す
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
政

治
関
係
の
悪
化
は
経
済
関
係
に
も
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
二
年
に
生
じ
た
日
中
間
の
緊
張
が
和
ら
ぐ
ま
で
に
四
、

五
年
の
年
月
を
費
や
し
て
い
る
。

　

今
回
の
新
た
な
「
安
全
保
障
三
文
書
」
の
策
定
に
対
し
て
、
中
国

側
は
厳
し
い
態
度
で
日
本
政
府
を
批
難
し
て
い
る
。
中
国
外
交
部
が

一
二
月
一
六
日
に
行
っ
た
記
者
会
見
で
汪
文
斌
副
報
道
局
長
は
、「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
に
お
い
て
日
本
が
中
国
を
「
こ
れ
ま
で
に
な
い

最
大
の
戦
略
的
な
挑
戦
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
中
国

が
一
貫
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
世
界
の
安
定
と
平
和
の
維
持
に
努
め

て
き
た
と
し
た
上
で
、「
中
国
の
国
防
建
設
と
正
常
な
軍
事
活
動
等

に
対
す
る
い
わ
れ
な
き
侮
辱
で
あ
り
、
中
国
側
は
こ
れ
に
対
し
断
固

と
し
て
反
対
し
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
日
本
側
に
厳
正
な
る
抗
議

を
提
起
す
る
」
と
述
べ
た
。

 

「
安
全
保
障
三
文
書
」
が
策
定
さ
れ
て
間
も
な
い
た
め
、
現
段
階
で

両
国
の
経
済
関
係
に
具
体
的
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。
中
国
政
府

が
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
政
策
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
政
策
に
転
換
し
、
こ
れ

か
ら
日
中
間
の
経
済
交
流
が
本
格
化
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
何
ら

か
の
問
題
を
口
実
に
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
可

能
性
は
、
ゼ
ロ
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
は
日

中
両
国
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
経
済
安

全
保
障
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
世
界
経
済
に

対
す
る
中
国
の
影
響
力
が
強
大
化
す
る
な
か
、
中
国
の
強
硬
な
戦
略

に
よ
る
影
響
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
、
そ
の
リ
ス
ク
管
理
が

日
系
企
業
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
●




